
ミズベリングニュースしまね

しまねの水辺をもっと元気に！

【トピックス】 ミズベリング縁日レポート① （全2回）
・ミズベでやりたいことを試してみる企画、「ミズベリング縁日・まつえ」開催までの道のり

■お問い合わせは、お気軽に出雲河川事務所計画課（0853‐20‐1761）まで

■ミズベリング縁（えにし）に入って島根の水辺をもっと盛り上げよう。
水辺が好きな人、楽しみたい人、新しいことにチャレンジしたい人などなど、お待ちしております。

活動内容はFacebookで検索！

ミズベリング・プロジェクト推進の一つの起爆剤として企画。

水辺とまちをつなげ、可能性を広げる工夫を凝らす。

■ミズベリング・プロジェクトがスタートし、1年半。これまでミズベリ

ング縁は、地域の皆さんに身近な水辺の魅力を再発見してもらう
ための活動に力を注いできました。地域の皆さんと水辺を通じな
がら、つながりを広げていき、ようやく「ミズベリング？ああ、聞いた
ことあるわ」というレベルになってきたかなと感じることも多くなりま
した。その中で、水辺をもっと使いたいという声も少しづつ増えてき
ました。

■しかし、いざ具体的な水辺での利活用について考えていくと、ま
だまだ変えなければならないルールづくりなどの問題がたくさんあ
ります。ルールを変えるためには、大きなエネルギーが必要です。
少なくとも、「水辺で何かやってみたい」という地域の皆さんの熱意
は欠かせませんし、それを地域が望んでいるかどうかも考慮した
上で行政も巻き込み、みんなが「いいね！」と思える水辺が創り出
されるべきと考えています。

■そこで思い立ったのが、「水辺で何かやってみたいことを試して
みませんか」という「応募型水辺創造アクション」です。狙いは以下
の３点、これが島根のミズベリング・プロジェクト推進にとって起爆
剤になればという考えです。
①水辺に熱意のある方にチャンスを提供
②その熱意を同じ水辺でつなげて、大きなムーブメントに変える
③ルールを変えるきっかけを地域から生み出す
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■水辺でお試し企画は10月10日～12日の3日間とし、「ミズベリング縁日」と名付けました。この3日間は、松江

商工会議所青年部が主催する「まつえランド」も予定されていました。「まつえランド」とは松江市街地の各商店
街の魅力を多くの方に知ってもらうためのイベントです。そこで、市街地と水辺が相互に盛り上がり、広報効果
を高めるためにも「ミズベリング縁日」の企画段階から商工会議所青年部と連携し、一体的な広報やスタンプラ
リーによる水辺とまちをつなげる仕掛けを作りました。

■また、物理的に水辺とまちをつなげるため、松江市による大橋川～宍道湖の渡船も同時開催することで、気
軽に水辺に立ち寄れるように工夫をしました。

松江の水辺に対する熱意に感動、実現に向けてしっかり準備。
■お試し企画のフィールドは宍道湖の岸公園（松江市）を選定。「水の都松江」のシンボルとなる宍道湖に沈む
夕日が美しく、地元だけでなく観光客によっても賑わう水辺空間です。

■応募に関する条件として特に意識したのは、「自主性」を持って頂くことで、企画にかかる準備等は各自で行
うことを条件としました。応募期間は8月の約1ヶ月。それでも、結果的には17の様々な分野から応募がありまし

た。ミズベリング縁は、応募内容に法的な問題が無いか審査を踏まえ、この熱意ある応募企画が実現できるよ
う関係機関と調整、バックアップを行いました。

（後半に続く）


